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概要 

本研究は、自然共生サイト（民間の取組等によって生物多様性の保全が図られている区域）と
して認定された藻場・干潟において、生物多様性を評価するとともに低次―高次生態系網と主
要生物の生態や機能を推定し、藻場・干潟の保全と再生に向けた地域の取り組みに資すること
を目的とする。この目的達成のため、自然共生サイトに選定されている阪南セブン海の森（大
阪府阪南市）での地曳網調査を 2024 年 5、8、11、2025 年 2 月に実施し、藻場・干潟に出現す
る魚類の多様性・現存量についてのデータを収集した。また、定量的な魚類採集調査が困難と
されるワカメ場・ガラモ場において、小型ビームトロールネットを用いた調査の有効性を検証
するために、2025 年 3 月に大阪府岬町長松海岸地先での検証を行った。 
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